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障がいがあっても、地域の中で生きる
～ネットワークオレンジの取り組み～

障がいがあっても、地域の中で“自分らしく・楽しく・安心して”暮らしてゆける環境の実現。



気仙沼市の概要
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人口：７４，６８５人
（男：36,142 女：38,543）
（知的障がい者：544人）
※平成22年8月現在

基幹産業：水産業

（マグロ、カツオ、サンマ、
サメ、メカジキetc）
世界一と名高いフカヒレ

「森は海の恋人運動」
「気仙沼ホルモン」
「スローフード宣言のまち」
としても有名

地勢：リアス式海岸に面す
る気仙沼湾は、目の間に
気仙沼大島を抱く天然の
良港。陸中海岸国立公園
及び海中公園、南三陸金
華山国定公園の指定を受
けている。

総面積は約３３３平方Ｋｍ
県内７番目の広さ。

海の子
ホヤぼーや



キッカケは、双子の息子たち
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当時の気仙沼市の社会的背景
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●老人福祉の充実に比べ、身体・知的・精神障がい者に対するサポートは、平成１
８年に「障害者自立支援法」が施行されるまで未整備だった。

●特に、知的・身体障がい児においては、幼児期に通う母子通所施設しかなく、学
齢期の放課後支援や、余暇支援などは無かった。
●親の会でつくろうという動きはあったが、場所や人材、資金の問題で進展せず。
●平成１１年から親の会の事務局を務めていたが、そこでの限界を感じた。

●会費で運営するボランティア組織ではなく、お金を払ってサービスを受ける経営
型の展開が難しかった。

そんな流れの中で．．．

●養護（現支援）学校を卒業し、すぐに社会に飛び出す
構造で、良いのだろうか．．．という疑問。

●「障がいがあっても、普通の環境で育てる」と決めてい
た私は、このずさんな福祉の環境に子どもたちを置くわ
けにはいかないと考え、行動を開始した。

●「親として、彼らに残すのは財産ではなく環境」だ！！



フリマで資金をつくり、団体設立
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●まず始めたのは、フリマ出店で資金づくり。
・仲間ら３人と共に行動開始！
・こども達と一緒にビーズアクセサリーなどを製作。
・市内外のフリマに、手当たりしだい出店。
・１年間で約３０万円を貯め、設立資金に。

●平成１５年１月
『知的障がい者の社会参加支援ネットワークオレンジ』設立

・地元農家の協力をもらい、畑を借りて野菜づくり
・牛乳パックを紙すきして作ったサンクスカードづくり
・手作りの紙芝居で、老人ホームへ慰問上演
・仲間うちでクリスマス会

経営の基礎を、体で実感。



●平成１６年７月（～平成２０年１月まで
『なつかしの駄菓子屋 粋』共同運営

・活動拠点の確保
・懐かしさと、癒しの空間として近所で話題に
・地域のコミュニティとして評判の店となる
・ＴＶ取材もあり、知名度は向上
・駄菓子屋は、障がい者の就労体験にピッタリ。
・養護学校から実習生も。
・口コミで噂が広がり、学生ボランティアが集まる場所になっていった。

まちづくり団体と出会い、駄菓子屋を始める。
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日常的に地域の中で交流を重ねる事が重要。と確信



●平成１８年３月
障がい者の日中活動サポート事業『地域塾』開設

・障がい児・者の母親らから相談を受け、ニーズを実感。
・はじめはスタッフ２名、利用者６名からのスタート。
・１日１０００円の利用料。１年間で累計約３００名程度の利用
・創作活動や季節行事の開催、工作などが中心。
・母子の分離をはかり、地域の中で療育を実践するサービスは初めての試み。
・クリスマス会には地元住民も参加し、５０人規模のイベントに。

●しかしこんな不便な点が．．．トイレも水道も無い！（５０Ｍ離れた公園から拝借）

●運営上の課題点も．．．事務作業まで手が届かない（事務局と会計の必要性を痛感）

『地域塾』はニーズから生まれた。
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課題解決に向け、法人格取得と制度導入を決意。



●障がいのある人たちが、地域の中で暮らしてゆくためには、幼少の頃からの日
常的なかかわりの積み重ねが非常に重要であると、実践を通し学んだ。
●街中に活動拠点を置くことで、活動に対する地域の理解が得られた。
●活動の主旨に賛同してもらい、イベントのお誘いをいただくようになった。
●地元商店会から軽作業の委託をもらえるようになった。
●今のスタッフとなっている、熱い仲間たちに出会えた。
●“知的障がい者”だけの問題ではないことを実感。＝名称から外す。

任意団体での成果
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●平成１９年４月 最大の転機「みやぎＮＰＯ夢ファンド」助成決定
・３年間で総額３００万円の助成。
・助成１年目、法人設立へ向け専従の有給スタッフを配置。
・ＮＰＯ中間支援組織からの経営アドバイスも大きく影響。

●平成２０年１月

特定非営利活動法人ネットワークオレンジ 設立 （同時に“粋”撤退）

・同年３月に店舗移転「八日町オレンジ」開所
・『地域塾』への制度導入（児童デイサービス）
・就労体験を自主事業で開始
・スタッフ３人体制となり給料も捻出。その後少しずつ増員。

●平成２２年～
・３月 児童デイ専門事業所『南町オレンジ』開所
・４月 『けせんぬまの駄菓子屋さん・ぽっかぽか堂』開店
・４月 『みやぎまちづくり情報ひろば』開設
・８月 『地域活動支援センター』認可取得

次なるステージへ
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現在の事業概要
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地 域 塾（障がい者の自立支援事業）

●スマイルサポート（兄弟養育支援）

●オレンジエッグ（地域活動支援センター）
・けせんぬまの駄菓子屋さん「ぽっかぽか堂」運営
・ヤマト運輸障がい者のクロネコメール便配達事業
・各種行委託、軽作業請負、イベント出店参加 など

●アットホームオレンジ（グループ・ケアホーム）※今秋開所

●サポートブックの作成
●個別支援計画の作成
●おれんじミーティング（学校/保護者）
●療育相談（一般/保護者対応）
●個別面談（保護者との連携）
●行事開催（交流、余暇支援）
●学習支援（学習塾とのコラボ）
●支援部会（スタッフ間のケース会議）

●オレンジキッズ（児童デイサービス）

各種イベント・啓蒙事業

●ぼくらのクリスマス大作戦
・最大規模のイベント

●ハロウィン大作戦
・地域との交流

●けせんぬま☆☆みらい塾
・“気づき”の提供

みやぎまちづくり情報ひろば

●市民活動・地域活動のサポート

●「得る」講座の開催

●各種運営相談/講師派遣

●情報収集・発信・提供

ネットワークオレンジ
SPECIAL PRESENTS

●人材育成・スキルアップ ●スペシャルな講師を招
き、地域の課題を考え、皆
で学び合う機会



「地域塾」とは？
地域塾とは．．．（知的・発達障がいを持つ人たちが世代ごとのステージに分かれ、

自立（自律）をするための日常的な生活訓練や、就労体験を行う塾です。地域の中で人と
の関わりを学び、働くことへの意欲・持続力・生きる楽しみを育てることを目的としています。

●児童デイサービス・オレンジキッズ
・小１～１８歳を対象に、「早期療育」を実施する。
・買い物学習、おでかけ、余暇活動など。
・１日辺り１０～１２名利用

●地域活動支援センター・オレンジエッグ
/駄菓子屋「ぽっかぽか堂」
・就労体験を通し、利用者の持続性と意欲を育てる。
・障がい者の就労体験の場として運営
・地域コミュニティとしても機能。
・地域やNPOから業務委託を受けて、軽作業をお手伝い。
・イベント出店、通信の企画/編集、ヤマトメール便等。
・１日辺り２～７名利用

●兄弟養育支援・スマイルサポート
・オレンジキッズの兄弟を対象に養育支援。
・月に２～３回利用。
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積極的に地域とかかわる



「地域塾」にかかわるそのほかの事業
●サポートブックの作成

・障がい児・者本人の基本情報や生育歴、その特性をまとめた情報ファイル
・当法人が保護者の承諾に基づき責任を持って管理・活用する。
・様々な場面に、迅速かつ適切に対応包括的なサポート体制確立を目指す。

●個別支援計画の作成
・利用児・者らの特性に応じて、一人一人に適切な「療育」を実践する。

●おれんじミーティング
・保護者や学校機関と情報共有・協議の場。→継続的・包括的な支援

●各種療育相談
・発達障がい、自閉症、ＡＤ/ＨＤ、広汎性発達障がい等 →年間７０件対応

●個別面談
・年２回を基本に、支援計画や療育方針について保護者と協議する。

●行事開催
・「わっくわく♪親子遠足」をはじめ、季節の行事を開催する（お花見、七夕など）

●地域塾支援部会
・利用児・者らの療育について、スタッフ同士が協議する場。

●学習支援
・学習塾との協働で、「らくだメソッド」を導入した学習プログラムを実施。

●生活支援
・今秋に、グループ・ケアホームを開所予定。
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平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度（目標）

系列1 1795 2839 4250
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児童デイ：１４６３
就労体験： ３１７
兄弟養育： ９

過去３年間の『地域塾』利用累計

児童デイ：２３５６
就労体験： ４４８
兄弟養育： ４０

児童デイ：３０００
就労支援：１２００
兄弟養育： ５０



主なイベント・啓蒙事業
●ハロウィン大作戦（イベント）

・地元を仮装行進。
・地元の小学生や商店会も参加。
→地域を巻き込んだイベント！

●ぼくらのクリスマス大作戦（イベント）
・企業や関係団体などが情報交流。
・地元住民、小学生らも参加。
→最大規模のイベント！

●けせんぬま☆☆みらい塾（啓蒙）
・講演会やワークショップを開催。
→「共存・共生」をみんなで考える。

→年間参加・協力者：約２５０人（現在ボランティア１３名）
ボランティア参加時間は年間４００時間以上
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あらたな事業
●みやぎまちづくり情報ひろば

・各種講座・セミナー・研修等企画・運営
・スタッフの人材育成や市民活動団体を
支援する「得る」講座を定期的に開催。
・ＮＰＯ運営相談・講師派遣（小野寺美厚が対応）

●ネットワークオレンジ SPECIAL PRESENTS
・スペシャル講師を招き、地域の課題を考え、皆で学び合う機会をつくる。
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地域初の民設ＮＰＯ中間支援機関

７/４ 「米倉誠一郎氏 基調講演」を開催
（一橋大学イノベーション研究センター長・教授）

地域を元気にする
仕組みづくり
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平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度（目標）

系列1 5014 7995 12000
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利用者：１７９５
来訪者：１５１０
イベント： ７８５
スタッフ： ９２４

利用者：２８３９
来訪者：２８３２
イベント：１１１９
スタッフ：１２０５

利用者：４２５０
来訪者：４１５０
イベント：１５００
スタッフ：２１００

過去３年間の動員データ



療育の成果
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●児童デイサービスでの成果
・散歩が苦手だったＡくんが、街中を散歩できるようになった。
・生まれてからジュースしか飲まなかったＢくんが、水を飲めるようになった。
・人に無関心だったＣちゃんが、あいさつを返せるようになった。

●就労体験での成果
・気分屋で休みがちだったＤさんが、責任感を持って毎日通うようになった。
・メール便を通して、地域との交流を楽しんでいる。
・地域の人たちから、作業やお手伝いを依頼されるようになってきた。

●保護者からの反応（アンケートより抜粋）
・この地域にオレンジがなかったらと思うとゾッとします。障がい児を預ける場が

なければ家族が外に出る機会は極端に減っていたと思います。安心して預け
る場があるから家族は余裕を持って子供達に接することができます。

●地域の変化
・「町が明るくなった！」「子どもたちの声が聞けてうれしい！」「障がい児・者に

対する考えが変わった！」との声
・積極的に、声をかけてもらったり、お手伝いをいただけるようになった。



事業を支える組織
役 員 理事４名 監事１名

会 員 正会員２１名 賛助会員３１名 企業・団体賛助会員２社 地域塾利用会員２７名

有給スタッフ 常勤７名 非常勤２名

ボランティア １３名（公務員、自営業、会社員、学生、主婦など）

昨年度決算額 約２，０００万円

今年度予算額 約３，０００万円

特 徴

●スタッフは、代表以外全員未当事者（元会社員、元保育士、元会社経営者など）

●ブログでは、利用児・者らの顔をかくしません（ありのままの表情を見てもらう）

●サポーターはほとんどが未当事者（当事者２割、未当事者８割）

●ボランティア活動参加時間は年間４００時間（イベントや地域塾のお手伝い）

●福祉団体の枠を超えた活動展開（各イベントや、ＮＰＯ中間支援事業など）

制度事業
●オレンジキッズ（児童デイサービス）

●オレンジエッグ（地域活動支援センター/就労体験）

制度外事業

（自主事業）

●スマイルサポート（兄弟養育支援）
●療育相談、おれんじミーティング（保護者や関係機関との情報共有）
●けせんぬまの駄菓子屋さん「ぽっかぽか堂」運営（しょうがい者の就労体験）
●各種イベント・啓蒙事業企画運営 （地域に対する理解の促進）
●みやぎまちづくり情報ひろば （ＮＰＯ中間支援、市民活動・地域活動の促進と人材育成）
●ネットワークオレンジＳＰＥＣＩＡＬ ＰＲＥＳＥＮＴＳ

（スペシャル講師を招き、地域の課題を考え、皆で学び合う機会） 19



なぜ“早期療育”が必要なのか？
●ネットワークオレンジの考え

・「療育」とは「治療教育」の略。

・地域の中で自分らしく・楽しく生きていくために必要な社会性、身辺整理能力
や運動機能、認知・ことば、コミュニケーション能力などを習得し、障がいを持つ
人が社会的に自立できるように指導すること。

・“早期”の意義「発達が遅れている部分や苦手な部分は、早期に認識して、早
期から対策をたてるべきである。」→一般の子育てを同じ。

・将来、障がい者を孤立させない。家族ぐるみ、地域ぐるみで見守る。
・障がい者の“生きづらさ”を軽減する。 （社会参加の促進、犯罪の予防）
・社会構造の問題を見逃さない（当事者だけの責任ではない）

20

早期療育は、障がい者の社会参加の第一歩



①年齢区分（平成２１年３月気仙沼市発表）
●全体．．．５４４人（総人口約７５，０００人のうちの約０．７％）
●１８歳以上．．．４１６人
●１８歳未満．．．１２８人

②ネットワークオレンジでは（平成２２年８月現在）
●全体．．．２７人（気仙沼市全体の約５％）
●１８歳以上．．．７人（気仙沼市全体の約２％）
●１８歳未満．．．２０人（気仙沼市全体の約１６％）

グラフで見る全体人数のうちのネットワークオレンジ在籍数

気仙沼市における知的・発達障がい児（者）の内訳

21

気仙沼市全体 １８歳未満１８歳以上



障がい者の就労支援を進めるために

●当事者側（本人や施設、学校）と、雇用する側（民間企業や官公
庁）のコミュニケーション不足が課題である。

●本人の問題．．．障がいの特性上、持続性の問題。人間関係の問題。
●学校の問題．．．卒業すると、サポートが遮断される。
●施設の問題．．．体制が出来上がっていない。

●雇用側の問題．．．経営的に、業務的に、余裕がない。

ネットワークオレンジの取り組み
●サポートブックの活用による情報提供、一生涯のデータを事業所で管理。

（事業所が管理するのは極めて異例。県内では初めての取り組み）
●企業側に向けた講演、講座、研修の開催。ワークショップによる意見交換。

22



将来の構想を図にすると…

23

地域塾
（拠点は地域の中に）

地域活動支援セン
ター

（自立を目指した就
労体験）

児童デイサービス

（小１～１８歳まで
の早期療育）

グループ（ケア）
ホーム

（入居による生活介
護・介助）

就労移行支援

（一般就労を希望
する障がい者）

就労継続支援Ａ

（一般就労を目指
す障がい者）

就労継続支援Ｂ

（一般就労を目指
す障がい者）

駄菓子屋

ぽっかぽか堂

（地域の中で就労
体験）

セミナーハウス

（障がい者が働く
ＮＰＯ中間支援機
関）

老人介護

（障がいのある人
も、障がいのない
人も）

兄弟養育支援

（障がい者の兄弟・
家族をサポート）

制度事業＋自主事業＝“制度の狭間”を見捨てない。
親亡きあとも、地域の中で暮らせる仕組みづくり



「障がいのある人も、障がいのない人も、みんながまちづくりの主役」
となれるような仕組みを街の中に創る！
（障がいの有無にかかわらず、老後も安心して暮らせる社会は、全ての人の願い）

●はたらく場と同じくらい大切な憩いの場を、街の中につくる。
●認定ＮＰＯ法人を取得し、社会公益性を高める

（賛同者を集めて会費・寄付収入を増やす）
●障がいを持った人たちの財産を守る仕組みをつくる。＝ファンドや財団設立。
●全国から人々が移住してくる。

（賛同者には住民票を移してもらい、ふるさと納税者も増やす）

将来の構想

24気仙沼市中心部のシャッター通り今の事業所も、もともとは空き店舗

誰もが住みたくなるような魅力ある街をつくる。
１０年以内に、気仙沼市全体の障がい者の７０％のサポートを目標にする。
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これまでの社会的な実績
・東北ソーシャルビジネス推進協議会主催イベント

「ＳＢ/ＣＢの支援モデルを探る」に発表者として参加。
→東北の発表３団体の中で高い評価。

・みやぎＮＰＯ夢ファンド３年連続助成。
→県主体のファンド運用で着実な成果。
→審査員からも「モデルケース」と高評価。
→ＮＰＯ中間支援機関からのアドバイス。

・小野寺美厚「アメリカン・エキスプレス・アカデミー」研修参加。
→全国域でのネットワーク構築。

・小野寺美厚「ソーシャルアントレプレナー大賞」受賞。
→企業側から「協働のパートナー」として認識。
→地域初の快挙＆新設部門初受賞！

・小野寺美厚「社会イノベーター公志園東北大会」出場
→東北代表に選出
→来年１月に全国大会に出場

新たな出会いの機会としても、非常に大きな影響がありました。



ご清聴ありがとうございました。興味のある方は、ぜひブログをご覧ください。

26

ぽっかぽかオレンジ 検 索



参 考 資 料
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知的・発達障がい児（者）を取り巻く社会問題

●一説には日本における軽度の発達障がい児（者）“グレーゾーン”は２００万人
とも３００～３５０万人とも推計されている。 （全人口の２～３％前後）

・福祉との接点を持てなかった障がい者（家庭環境などの影響）
・制度上の“未障がい者”（基準はこのままでよいのだろうか？）
・制度の狭間問題（必要なサポートが受けられない）
・累犯障がい者（犯罪を繰り返し、刑務所がセーフティネットになっている）
・障がい者の冤罪（警察、検察、裁判所の問題）
・福祉の社会構造の問題（国の早急な対応が望まれる）
・本来療育が必要な人たちが、療育を受けずに社会に出てトラブルになる。
・軽度であるがゆえ、保護者が“障がい”を認めない。

28

仮に気仙沼市の人口約７５０００人で推計すると、サポートを
必要とする人たちが約１０００～２０００人前後存在する？



知的障がい児（者）に係わる社会的現状は？
①知的障がい児（者）の数は？

●全国では．．．約547,000人（平成１９年１月厚生労働省発表）
●宮城県では．．．約15,000人（平成２１年３月宮城県発表）
●気仙沼市では．．．544人（平成２１年３月気仙沼市発表）※発達障がい含む

（気仙沼市人口約75,000人のうちの約0.73％）
●ネットワークオレンジでは、そのうち２７名が在籍

（気仙沼市の知的障がい者児（者）全体の約５％）

②総人口からみた知的障がい児（者）数
●アメリカ：２．４～２．９％
●イギリス：２．０～２．５％
●日 本：０．４３％（日本だけ、発生率が低いわけがない）

③ニーズ（平成１９年１月厚生労働省発表資料より）
●地域生活支援志向の高まり
●一般就労への希望
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障害者自立支援法のあらまし
障害者自立支援法には、次の５つのポイントがあります。

○ 利用者本位のサービス体系

障害の種別（身体障害・知的障害・精神障害）にかかわらず、障害のある人々が必要とするサービスを利用できる

よう、サービスを利用するための仕組みを一元化し、事業体系を再編しました。

○ サービス提供主体の一元化

今までは、サービスの提供主体が県と市町村に分かれていましたが、障害のある方々にとって最も身近な市町村

が責任をもって、一元的にサービスを提供します。

○ 支給決定手続きの明確化

支援の必要度に応じてサービスが利用できるように障害程度区分が設けられました。また、支給手続きの公平公

正の観点から市町村審査会における審査を受けた上で支給決定を行うなど、支給決定のプロセスの明確化・透明

化が図られました。

○ 就労支援の強化

働きたいと考えている障害者に対して、就労の場を確保する支援の強化が進められています。

○ 安定的な財源の確保

国の費用負担の責任を強化（費用の２分の１を義務的に負担）し、利用者も利用したサービス量及び所得に応じ

て原則１割の費用を負担するなど、みんなで支えあう仕組みになりました。

30

経営的視点でこれまでの福祉体制と大きく異なるのは、サービス実績に応じて制度資金が入っ
てくるという点です（補助金はありません）。よく誤解を受けやすいのですが、制度を導入したか
らと言って、自動的にお金が入ってくるわけではありません。



社会の雇用情勢は？
●日本全体では…（総務省統計局まとめ平成２２年６月分）
【就業者】

・就業者数は6280万人（２９カ月連続の減少） ・雇用者数は５４４７万人
【就業率】

・就業率は56.8％（15～64歳は70.2％）
【完全失業者】

・完全失業者は344万人（勤め先都合が101万人、自己都合が105万人）

・完全失業率は5.3％

●宮城県では…
・求職者数約62,000人に対し、有効求人数は22,302人（有効求人倍率は0.36）

●気仙沼市では…
・求職者数約1,931人に対し、有効求人数は658人（有効求人倍率は0.34）
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障がい児（者）の雇用状況は？
●一般の民間企業（雇用率1.8％適用）

（１）日本全国では．．．
・企業数約7万2千社のうち…
・算定基礎労働者数は約2040万人 そのうち障がい者は33万人 （約1.63％）

（２）宮城県では．．．
・企業数約1100社のうち．．．
・算定基礎労働者数は22万4千人 そのうち障がい者は3500人 （約1.57％）

（３）気仙沼市では
・企業数37社のうち．．．
・算定基礎労働者数は約5千人 そのうち障がい者は82人（約1.66％）
・一般就労している知的障がい者は18人。

（気仙沼市の知的障がい者全体の約3.3％）

※宮城労働局職業安定部 平成２２年発表の資料に基づく
※全国・及び宮城県の障がい者は身体・知的・精神障がい者の数値
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